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（委員会の設置と目的）

第１条 上武大学に所属する教員が人を対象とする研究（以下「研究」という。）を実施す

るにあたり、「ヘルシンキ宣言」の趣旨に沿った倫理的配慮を図り、「人を対象とする生命

科学・医学系研究に関する倫理指針」（令和３年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示

第１号）に基づく審査を行うことを目的に、「上武大学生理学・看護学等研究倫理委員会」

（以下「委員会」という。）を設置する。

（審議事項）

第２条 委員会の審議事項は次のとおりとする。

一 研究に関わる計画書等の審査に関すること。

二 研究における倫理のあり方に関する基本的事項に関すること。

三 その他研究倫理に関すること。

（組 織）

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって構成する。

一 学長または大学を代表する者１～２名

二 ビジネス情報学部から２名

三 看護学部から２名

四 臨床研究の専門家 1～２名

五 学外の有識者 ２～３名

２ 前項の委員は常任理事会の議を経て理事長が委嘱する。

３ 第１項第５号の委員は法律学の専門家等の人文、社会科学の有識者及び一般の立場を

代表する者から構成され、かつ外部委員を含むものとする。

４ 委員会は男女両性で構成する。

（任 期）

第４条 委員の任期は原則として、４月１日から３月３１日までの１年とする。ただし、

再任は妨げない。

２ 委員に欠員が生じた場合は、これを補充し、その任期は前任者の残任期間とする。

（委員長）

第５条 委員会に委員長を置き、委員長は常任理事会の議を経て、理事長が委嘱する。

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

３ 委員長に事故がある時は、委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。

（議事）

第６条 委員会は、委員の３分の２以上が出席し、かつ第３条第１項第５号の委員のうち、



１人以上の出席がなければ開催することができない。

２ 議決は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは委員長の決するところによる。

３ 審査対象となる研究に関わる委員は、当該研究計画の審査及び議決に加わることはで

きない。

４ 委員会の議事については、記録を作成し、保存するものとする。

５ 委員会は原則として非公開とし、委員は職務上知り得た情報を正当な理由なく他人に

漏らしてはならない。職を退いた後も同様とする。

（審査手続き等）

第７条 委員会は、第２条第１項について、次のとおり、研究責任者の申請に基づき審査

を行う。

２ 研究責任者は、審査に必要な書類を所属の学部長に提出し、申請する。

３ 学部長は、申請を受けたときは、委員会に審査を諮問する。

４ 委員会は、第１条の趣旨に沿って審査し、判定を行う。

５ 委員会が必要と認めた場合は、研究責任者または第三者の出席を求め、申請の内容に

ついての説明または意見を聴くことができる。

６ 委員会は、審査の判定結果について速やかに理事長に報告する。

７ 理事長は、前項の報告を尊重し、審査結果を研究責任者に通知する。

８ 研究期間は最長４年とする。ただし研究を継続する場合には、再申請を行うことが出

来る。

９ 前号の規程に係る再申請を行う場合、研究期間は最初の承認日から起算して最長６年

とする。

（研究計画等の変更）

第８条 研究責任者は、承認された後に研究計画等の変更をする場合は、改めて変更箇所

を明示した研究計画書等を、学部長に提出しなければならない。

（異議申し立て）

第９条 研究責任者は、審査の結果に異議のある時は、理由書を添えて学部長に再審査を

求めることができる。

（研究の変更・中止）

第 10条 研究責任者は、研究対象者に危険や不利益が生じた場合は、速やかに学部長を通

じて委員会に報告しなければならない。

２ 委員会は、前項の報告に基づいて審議し、当該研究の変更、中止その他必要な事項に

ついて意見を述べることができる。

３ 理事長は、委員会の意見を尊重し、当該研究の変更・中止その他必要な事項を決定す

る。

４ 研究責任者は、前項の決定に従わなければならない。

（研究実施状況報告）



第 11条 委員会は、学部長を通じて研究責任者に研究の実施状況について報告を求めるこ

とができる。

２ 研究責任者は、研究終了後、速やかに学部長を通じて委員会に研究の終了と結果の概

要を報告しなければならない。

（公 表）

第 12条 委員会は、第６条第４項の記録のうち、議事要旨を公表することができる。ただ

し、研究対象者の人権及び研究の独創性又は知的財産権の保護のため、非公開とするこ

とが必要な部分については、この限りではない。

（倫理審査証明）

第 13 条 研究等に関わる論文の雑誌掲載等に際して必要な倫理審査の証明は、委員会が、

第２条に定める審査を受けた研究計画と当該研究の同一性を認定した上で行う。

（倫理検討会）

第 14条 学生が行う卒業研究等において、倫理的配慮を図る必要が生じた場合は倫理検討

会を開催する。倫理検討会の詳細については別に定める。

（庶 務）

第 15条 委員会の庶務は、大学本部事務室において処理する。

（規程の改正）

第 16条 この規程の改正は、常任理事会の議決による。

（その他）

第 17条 この規程に定めるもののほか、この規程の施行について必要な事項は別に定める。

附 則

この規程は、平成 20年７月１日から施行する。

附 則

この規程は、平成 21年７月 24日から施行する。

附 則

この規程は、平成 26年４月１日から施行する。

附 則

この規程は、平成 26年９月１日から施行する。

附 則

この規程は、平成２７年７月８日から施行する。

附 則

この規程は、平成３０年２月２３日から施行する。

附 則

この規程は、平成３０年１１月２６日から施行する。



附 則

この規程は、令和３年４月１日から施行する。

附 則

この規程は、令和４年４月１日から施行する。


